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1. 超広帯域アンテナの開発
30MHz～40GHzを1つのアンテナで測定できる超広帯域アンテナ
の設計・開発

2. 独立成分分析による電波雑音波形の抽出
さまざまな成分が含まれている電磁波源から，5Gなどの通信に
悪影響がある電波のみを抽出する技術を開発

3. 複数波源による電磁雑音測定と通信への影響
IoTやLED照明のように電磁雑音源が複数になった場合，単独の
波源と比較してどの程度雑音レベルが増加するか，またそれが
ディジタル通信に与える影響を検討

4. 大型電気機器からの妨害波測定法に関する研究
再生可能エネルギー関連機器（ DC/DCコンバータ，太陽電池パ
ネル，パワーコンディショナ等）からの電磁雑音の伝導・放射妨
害波測定法の検討

電磁両立性（EMC）に関する測定法等の基礎研究における連携
• 総務省情報通信審議会CISPR委員会 A分科会主任
• IEC SC77B国内委員会委員長
• CISPR/A, IEC TC77/WG13各国際エキスパート
上記役職より，最新の国際規格動向を提供可能．
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